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１ 出席者 

 (1) 委員１６人   

   相澤委員，池田委員，石田委員，石坂委員，加賀屋委員，数又委員，岸田委員， 

木村（一）委員，榊委員，髙田委員，髙橋委員，玉利委員，中村委員，三浦委員， 

三塚委員，村本委員 

   （欠席：木村（雅）委員，佐藤委員，本田委員，箭原委員） 

 (2) 事務局１１人 

      佐藤子ども未来部長，万𠀋子ども未来部次長，原子ども企画課長， 

   木村子どもサービス課長，兵庫子育て支援課長，外山次世代育成課長， 

   長舩母子保健課長，藤澤子ども企画課係長，高橋子ども企画課主査， 

横山子どもサービス課主査，阿部子ども企画課主事 

 (3) 傍聴者２人 
 

２ 配付資料 

  資料１－１ 第二期函館市子ども・子育て支援事業計画の構成（案） 

   資料１－２ 計画策定スケジュールについて 

  資料１－３ 函館市子ども・子育て支援に関するニーズ調査結果【速報版】 

  資料２   ２０１９年１０月からの幼児教育・保育の無償化について 

  当日配付資料 「求職活動」および「育児休業」要件による保育認定の取扱いについて 
   

３ 会議録 

 
発言者 

 
発 言 要 旨 

 

１開会 

 

【事務局（高橋主査）】 

 

 

 

 

（開会宣言） 

２ 子ども未来部長あいさつ 

 

【事務局（佐藤部長）】 

 

（部長あいさつ） 

 

３ 議事  

 

【事務局（高橋主査）】 （配付資料の確認） 

 

【会長】 

 

 さて，次第に従っていつものように８時を目途に進めてまい

りたいと思いますので御協力お願いしたいと思います。 

それでは，「(1) 第二期函館市子ども・子育て支援事業計画

について」について，事務局の方から説明お願いします。 

 

(1) 第二期函館市子ども・子育て支援事業計画について 

 

【事務局（原課長）】 

 

「資料１－１ 第二期函館市子ども・子育て支援事業計画の 

構成（案）」，「資料１－２ 計画策定スケジュールについて」 

および「資料１－３ ニーズ調査結果【速報版】」に基づき説明 
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【会長】 

 

資料１－１，資料１－２，資料１－３について事務局の方か

ら説明がありました。 

 前の会議で皆さんからいろいろな意見が出て，「子どもの貧

困対策」が新たに項目として出てきたということになります。 

まず，資料１－１について何かありますか。別段問題ないと

いうことで良いですか。 

それでは，資料１－２ですけれども，来年３月には第二期計 

画が冊子として出てくるということであります。それに向けて， 

スケジュールを組んでいくということになる，それで良いです

ね。そのために，６月から１１月まで毎月１回ずつ会議があり

ますということを御承知置きください。事務局，皆さんの日程

を合わせるのに非常に苦労すると思いますが，御協力をお願い

したいと思います。これは，計画でこのように進めていきます

よということでよろしいですね。 

それから，資料１－３，アンケート結果についての【速報版】 

です。 

 この内容について何か質問があれば応答したいと思います。 

 何か気になることとかありますか。 

 

【相澤委員】 貧困対策にも係わってくると思いますが，義務教育のことに

ついて，市で要保護・準要保護という方々を支援していますよ

ね。そういった部分の数とかも併せて載せていくと，関連性と

いうものが見えてくると思うのですが，どうなんでしょうか。 

 

【事務局（原課長）】 はい，教育委員会の就学援助についての御質問ですが，就学

援助につきましても「子どもの貧困対策」の一部でございます

ので，その状況につきましても施策に反映する部分があるかと

思いますので，押さえていきたいと思っております。 

 

【会長】 市の方でもいろいろな部局でいろいろなアンケートを行って

いるので，その結果を横断的に活用しようということで話はし

ておりますので，先ほどの教育委員会の数字とかもこちらの方

で押さえて，いろいろなことをやっていくという形ですので御

了承ください。 

他に何かありますか。なければ，次の報告事項に入ってまい

りたいと思います。 

 

４ 報告 

 

(1) ２０１９年１０月からの幼児教育・保育の無償化について 

  

【事務局（木村課長）】 「資料２ ２０１９年１０月からの幼児教育・保育の無償化

について」に基づき説明 

 

【会長】 

（～1:18:12） 

 これについて何か御質問はありますか。 
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【髙橋委員】  預かり保育を利用する人たちについて伺いたいのですけど，

幼稚機能を利用する子どもたちに上限が１日４５０円とか出る

ようになったのは，保育園を利用すると完全に無料で夕方まで

預かって貰えることとの公平を保つためだと思うのですが，幼

稚園の場合，長期休み中の預かり保育は１日１，０００円とか

１，５００円とか掛かってくるんですよね。その場合，保育園

との差が出てくると思うのですが，「１日４５０円上限」はそ

れを分かってあえてやっているのでしょうか。市が説明会等で

市民の皆さんに説明したときに，批判されてしまうところなの

ではないかなと感じたのですが，いかがでしょうか。 

   

【事務局（木村課長）】 幼稚園，認定こども園の幼稚園機能を利用されていて，さら

に預かり保育を利用されているお子さんの取扱いということに

なると思いますが，現在，１号認定で預かり保育を利用してい

るお子さんは沢山いらっしゃるのですけれども，その中で，月

額上限は，委員が今おっしゃいましたように，保育所における

無償化の額との兼ね合いで国が定めたものになります。ただ，

この預かり保育についても無償となる方は，“保育が必要であ

ることの認定”と申し上げましたけれども，元々２号認定を取

ろうと思えば取れる方たちなんですね。ですので，例えば２号

認定を取って，１１時間なり８時間なり利用される方の希望に

添って，認定こども園であれば幼稚園に通うのと同じ形で通っ

ていただくこともできると思いますし，月額という点で，現在

の各園の料金設定という中では，この月額上限を超えるといっ

たことは，通常の利用ではほとんどないと思われます。したが

って，１号のままで預かり保育を併用しても，この上限額を超

えてしまうというケースは，ほぼ発生しないのかなと考えてお

ります。 

  

【髙橋委員】 私自身は，２号認定を受けることができるのですけども，幼

稚園に子どもを通わせています。それは，私の選択なので，も

ちろん払うつもりでいるんですけど，こういった選択をする人

も中にはいるでしょうし，多分この制度ができたのは保育園ば

かりに子どもが集まらないように幼稚園にも枠をということで

２歳以上の保育が増えたり，預かり保育もどんどん増やしてい

る幼稚園もあるという中で，市が幼稚園に行っている子たちは

完全な無償化でなくても仕方ないと考えているのであれば仕方

ないとは思うのですが，平日の４５０円上限は良いのですが，

例えば長期休み中に２０日間預かり保育を利用するということ

であれば，１，０００円×２０日間を払うという状況になるの

で，保育所と幼稚園の平均を取るつもりであるならば，平均の 

取り方についてその辺の考慮も必要なのではないかと感じます。 

実際，幼稚園を利用していても就労証明を取ろうと思えば取れ

る方は結構いると思うので，そういう方も拾ってほしいなと思

います。 

 

【事務局（木村課長）】  利用実態の中で，各園を通じて利用されている保護者の実態
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も含めて把握しながら，対応できるものについては対応してい

きたいというふうに考えております。 

 

【会長】 他にありますか。どうぞ。 

 

【副会長】  うちは認定こども園を運営しているのですが，髙橋委員がお

っしゃるようにしてほしいという気持ちは山々で，預かり保育

には補助金が別途付くんですよ。それで，長時間の預かりにつ

いては，通常の平日の預かりとは若干違って，運営側で工夫す

れば，保育所との差を少なくできるということは言えます。た

だ，髙橋委員のおっしゃるとおりで，夏休み・冬休みが非常に

お母さん方に負担を強いているという状態なんですけれど，そ

れをなくすにはかなりの工夫が必要で，全体的に預かりの質が

下がったりということに繋がってしまうと思います。 

 

【会長】 他に質問等はありますか。どうぞ，木村委員。 

 

【木村（一）委員】  明日，保育園，幼稚園および認定こども園の説明会があると

いうふうに聞いているんですけど，この上限４５０円というの

は，国の政策の中で，私も理解できない部分があるんですが， 

子どもたちが施設にいる平均時間８．４時間という時間の中で， 

保育時間が４時間とすると差し引き４．４時間だから計算上 

４５０円を上限にしようという発想であると聞いております。

そういう意味で行くと，「新２号」，「新３号」というのがこ

れから設けられると思うんですが，保育預かりの差額分には絶

対に届かない数字なんです。そこがちょっと違うだろうという

思いはあるんですが，月額で決まっているところはこれが上限

ですから，これよりも低い額までしか行かないことになってい

ると。そういう意味では，４５０円という国の決め方はちょっ

と感覚的に不合理に感じます。これは国の政策ですので，これ

をそのまま踏襲するかどうか，４５０円よりも多く出すか出さ

ないかは，市の考え方になると思います。これは，金額を増や

してほしいということではなくて，そういうことになるだろう

ということなんですけれど。ただ，私が懸念しているのは，認

可外保育所，企業主導型についてもそうなんですが，今日も川

崎市の認可外保育所が破産宣告を受けて，３００人ほど，４月

１日からの入園が滞ることになったという話がありまして，認

可外保育所に補助するときの体制というのは，つぶれたときの

責任問題とかを国は全く考えていません。貧困家庭のためにお

金を出すことは良いのですけれど，逆に言うと，施設の方で受

け入れることができないという状態も生まれるというのは，人

手不足ということもあると聞いておりますから，無償化だけし 

て，公定価格が下がったりしたときにどうなるのかというのが， 

今後の課題になると思います。この子ども・子育て会議で貧困

対策ということを掲げていますけれども，施設ともよく話し合

った方がよろしいかなと思うところもあります。今までも，各

保育所さんも，認定こども園さんも給食について，主食分はで
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きるだけ抑えるという話の中で，１，０００円とかをいただい

ていると。ところが，外付けすることによって，例えば給食の

主食代は３，０００円，副食代が４，５００円で合計７，５００

円という全国平均というか，その数字が出たことによって，補

助を受けている団体としてできるだけ保育料を上げないで今ま

でどおりやってくださいと市からお願いされている中で，運営

がどんどん厳しくなっていくと今まで我慢してきた部分が，市

への不満として出てくる場合もあるのかなという。そういった 

部分が考えていかなければならない問題だろうと。逆に言うと， 

給食費が保育料の外付けになって全額いただきますとなったと

きに，どうなるんだという問題が出てくると思います。無償化

が本当に子どもたちのためになるかどうかが難しいところだと

思います。そこのところは，従来からなんですけれども，国の

政策の下で全ての制度が策定されているという中で，市の独自

の考え方に子ども・子育て会議の委員さん方の意見を取り入れ 

ていくということが，今後重要になっていくと思うところです。 

 

【会長】  という現場の声でした。はい，どうぞ。 

 

【事務局（木村課長）】  一点だけ，すみません。木村委員のおっしゃった認可外保育

所に関する部分なのですが，やはり保育の質の確保ということ

は，大変重要なことだと考えておりまして，現在でも届出対象

施設については必ず年に１回，立入調査ということで見ており

ますし，また，運営状況の報告ということも文書で受けるなど

しながら，チェックをきちんとやっていきたいと考えていると

ころであります。以上でございます。 

 

【会長】  資料２について，他に質問はありますか。よろしいですか。

はい，資料２については，今，いろんな意見がありました。国

の施策に加えて，財政の関係もあるでしょうが，それぞれにつ

いて考えてもらえればなと思います。 

 それでは，最後の「(2) その他」に入りたいと思います。 

 では，事務局の方から説明お願いします。 

 

(2) その他 

 

【事務局（木村課長）】 当日配付資料「「求職活動」および「育児休業」要件による

保育認定の取扱いについて」に基づき説明 

 

【会長】  これについて何か質問のある方，はい，どうぞ。 

 

【木村（一）委員】  求職活動ということで９０日，３か月という期間がどうなの

だろうという思うところもあるところなんですが，ただ，認定

こども園の場合は，退園ということではなく，２号，３号から

１号に振り替えるということが可能であると考えてよろしいで

しょうか。 
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【事務局（木村課長）】  はい。正に認定こども園の良いところとしまして，保護者の

就労状況が変わっても，引き続き同じ園を利用できるというこ

とがありますので，２号認定からは外れてしまいますが１号認

定を取っていただいて，そのまま利用していただくことが可能

となるものです。 

 

【木村（一）委員】 そうすると，保育園機能のみの園の場合については，退園の

ようになるということで，退園になった子どもたちを空いてい

る認定こども園の方に紹介するということではなく，あくまで

本人が選ぶことになるということでよろしいでしょうか。保育 

園機能のみの場合，１号を受け入れていませんから“強制退園” 

のようになって，途中入園ができるところとできないところが

あるでしょうし，行く場所がないとなったとき，その子どもた

ちの移行先というものを市の方でも考えてやってほしいなと思

うところであります。 

 

【事務局（木村課長）】  保護者の方々には時間の余裕をもって説明したいと思います

が，求職活動として申し込まれている方などについては，９０

日間で就職できなかった場合に保育所を退園になる可能性があ

るということをあらかじめ考えて，例えば教育機能が利用でき

るような幼稚園さんですとか，認定こども園さんですとかに転

園することが必要となってきますので，それも踏まえて求職活

動をしてくださいということをきちんと説明して，御納得いた

だいた上で御利用していただくような形を採りたいと考えてお

ります。 

 

【会長】 今までもそういった例はあるのですよね。 

 

【事務局（木村課長）】 今までは，園に定員の空きがあるような場合は継続して利用

しているという方がいらっしゃいますけれども，求職活動を延

長して利用されているという方については，その後の就職に結

びついていないという実態もございますので，今後は，９０日

間集中して求職活動をしていただけるように保育所を利用して

いただきたいと考えております。 

 

【会長】  木村委員，よろしいでしょうか。 

 

【木村（一）委員】  はい。もう一点だけ。 

 第９号の「育児休業中における継続利用」についてなんです

けれども，これは，会社，勤め先の育児期間ということで理解

してよろしいでしょうか。 

 

【事務局（木村課長）】 はい。会社の育児休業ということで。下のお子さんのために

育児休業を取られているお母さんで，その子の上の子は現在園

に通っているという状態の方ですね。上のきょうだいを入所さ

せるための条件ということになります。 
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【会長】 他にございますか。はい，相澤委員。 

 

【相澤委員】 第１号の就労時間についてなのですが，２段目のところに「

月６４～１２０時間未満」と書いてありますが，この時間は長

い方が，利用される方にとって良いのでしょうかね。というの

は，七飯，北斗と函館を比べると，北斗は「月５２時間～」，

七飯が「月４８時間～」となっていて，函館が一番長くなって

いますが，実際に認定を受ける方にとってはどちらの方が良い

のでしょうか。 

 

【事務局（木村課長）】 就労時間の下限時間についての御質問ですが，例えばパート

タイムで短い時間しか働いていないという方でも下限時間が低

くなっている方が保育所を利用できるということにはなるので

すが，ただ，その分保育のニーズが高まってまいりますので，

現在の函館市の状況におきましては，まだ待機児童は出ていな

いのですが非常に厳しい状態にあるという中で，なかなか下限

時間については「月６４時間」を見直すというところまでは至

っていないということになっております。 

 

【相澤委員】 ということは，子育てをしやすくする環境を作ろうという取

組ですから，待機児童が出る可能性があるので「月６４時間」

で抑えていますという言い方よりも，趣旨としては下限を下げ

ても待機児童が出ないという体制を市として作っていくという

ことで，下限時間を決めるということになるのではないかと思

うので，是非ともその辺りを検討するべきだと思います。実際

に七飯と北斗は，やっているので。以上です。 

 

【会長】 他にございますか。なければ，これで今日の全ての議題が終

了したということでよろしいですか。 

それでは，私の進行はこれまでとして，事務局お願いします。 

 

【事務局（原課長）】 はい，私の方から次回の会議の予定ということで，先ほどの

計画策定のスケジュールでもお話ししましたが，次回は６月の

開催を予定しています。その後は，月１回のペースで開催する

予定となっておりますので，今後の開催日程について正副会長

と事務局の方で事前に整理させていただきまして，早い段階で

皆様に御提示したいと考えておりますので，御理解・御協力を

お願いしたと思います。以上でございます。 

 

【会長】 ６月から１１月まで，全部で６回。６回の日程が出てくるの

ですか。 

 

【事務局（原課長）】 できれば６回の日程をあらかじめ決めておきたいと考えてお

ります。 

 

【会長】 皆さん，よろしいですよね。６回の日程が全部出てきた方が， 

これからの予定とかも入っているでしょうから，先に決まって



 - 8 - 

いた方が良いですよね。それでは，余裕をもって皆さんの予定

を聞くようお願いします。 

 

【木村（一）委員】 今の件についてですが，日にちは決定するでしょうけど，７

月は改選期ですよね。 

 

【事務局（原課長）】 はい。改選を挟むという形になりますので，各代表者に推薦 

等をしていただくということを踏まえた上での開催となります。 

 

【木村（一）委員】 人数変更とかはあるのでしょうか。 

 

【事務局（原課長）】 今のところは，今の状態が継続するものと考えております。 

 

５ 閉会 

 

【会長】 では，これで終了したいと思います。 

皆さん，御協力ありがとうございました。 

 


